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第 66 巻 第 8号 7月号

1162 ―皮膚科の臨床・2024―

　今月は熱傷の特集です。入院となるような広範囲熱傷では救急部や形成外科が治療の主体となる
ことも多いと思いますが，今月の特集論文の筆頭著者はすべて皮膚科医で，熱傷治療にしっかりと
取り組んでいる皮膚科医がたくさんいることを頼もしく感じました。論文を読みながら 41年前に私
が皮膚科に入局した当時のことを思い出したので，しばらく昔話にお付き合いください。
　当時の東大皮膚科の病棟医長は，現在本誌顧問の大原國章先生でした。先生は手術を専門とする
一方で熱傷治療にも積極的に取り組んでおられ，広範囲熱傷の 10時間に及ぶような長時間手術がし
ばしば行われました。パジェットデルマトームが使える一等地の採皮は大原先生以下先輩医師が担
当し，我々のような駆け出しはカミソリを持たされ，わずかに残る健常部からこまごまとした皮膚
片を採取しました。採取した皮膚片は薄いのでくるくると丸まっており，そのままでは植皮に使え
ません。そこでソフラチュールガーゼに伸ばして貼り付けるのですが，注意しないと表と裏（角層
側と真皮側）を間違えそうになります。先輩に「裏返しではダメですか」と聞いたところ，「裏返し
で着くはずがないだろう」とあきれられました。そもそも植皮片の組織構築を知らず，その生着メ
カニズムもわかっていないのでこのような質問が出たわけですが，今考えれば我ながらひどい質問
をしたものです。
　当直の日の夕方，開業している先輩の先生から電話があり「今から救急車で子どもの広範囲熱傷
を送るのでよろしく頼む」といわれました。ご存じの通り当時は卒業即入局で，半年前までは学生
であった身ですので，広範囲熱傷の救急対応などしたことがありません。医師生活最初の大ピンチ
でした。こんな時に頼れるのは大原先生だけです。祈る思いでご自宅に電話したところ，幸いご在
宅で，すぐに行くと言ってくださいました。患者が到着してみるとまだ小さな幼児で，母親がいう
には風呂でよく温度を確認せずに熱いシャワーをかけてしまったとのことでした。背中から臀部全
体にⅡ度熱傷がありましたが，幸いかなり浅いものでした。到着した大原先生は軟膏処置の指示を
出すとともに Baxter法の計算を行い，「朝まで 1時間あたり○○mlの補液を行い，××mlの尿量
を確保するように」とご指示くださいました。すべての処置と指示を終え，帰っていく大原先生の
姿が神様のように見えました。当時は電動の輸液ポンプは皮膚科病棟にはなかったので，滴下速度
を時計で測って手動で調整し，1時間ごとに輸液量と尿量を確認しました。当然ながらほとんど眠れ
ませんでしたが，無事に朝を迎えたときには心底ほっとしました。
　受傷機転についての母親の話には不審な点があり，今考えると虐待案件だったのかもしれません
が，創部の経過は良好で 1週間ほどで無事に退院していきました。
 （相馬良直）
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